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建築物の基礎調査、河川堤防調査など、2次元/3次元S波速度探査

ハイブリッド表面波探査方法及びハイブリッド表面波探査システム

地盤の2次元もしくは3次元的なS波速度構造を地表から非破壊で推定することができます。従来の表面波探査では深度15m以
深の調査は困難でしたが、微動アレイ探査を併用することにより、深度1m以浅の浅部から30m以深の深部まで調査すること
ができます。またランドストリーマーを用いることにより、広い範囲を短時間で調査することができます。調査は舗装道路上
からも行うことができます。建築物の基礎調査、河川堤防調査、盛土の健全度調査、谷埋め盛土の調査など、様々な地盤調査
に適用することができます。

表面波測定結果例
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表面波の測定

国立研究開発法人土木研究所 、有限会社TK海陸調査事務所

※ 応用地質Webサイトの「お問い合わせ」から「特許に関するお問い合わせ」を選び、お問い合わせください。

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-6531934/08C6D1F692024259A0B82D71664FB1A35B72F200843F5C03A0EDF36C8FFB9BFE/15/ja
https://www.oyo.co.jp/contacts/

